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2019 年 10 月 1 日 

 

地図に想う － その３ 

 

公益財団法人  国際通貨研究所  

        理事長  渡辺博史 

 

地図の話もそろそろ終わりにしようと思うが、今回は国同士の位置関係を見てみよう。 

その 1 でもいくつか紹介したが、今回は①地図の向きを変えると各国の思惑というか

認識がより明確に分かるということ、及び②「内陸国」の負担の大きさの二つである。 

「逆さ地図」 

この①の話は、日本の安全保障にもろに繋がる話であるので、キチンと考えたいが、

中国、ロシアが日本あるいは地理的存在としての日本列島をどう見ているか、という点

である。 

北を上にしてみる地図が多い日本の地図では日本海は日本列島の右にある太平洋に

比べて小さく、韓国からの領土問題の主張が出るまでは、日本人はそれほど関心を示し

て来なかった。しかし、今や、ロシア、中国が強い関心を示しているため、日本人も関

心を強めている。 

環日本海構想の関係者が作成している「逆さ地図」を見ると、中国、ロシアにとって

「日本列島」の存在がどういう意味を持っているかが良く認識できる。 

［図 1］ 
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「大陸覇権国」であった中国、ロシアが「海洋国家」としてもそれなりの地位を築こ

うとすれば、彼らの眼はユーラシア大陸の東に広がる太平洋に自から向いてくる。「ハ

ワイの東はアメリカ、西は中国で太平洋を二分割管理」とまでいう海軍関係者が出てき

ているという中国の場合には、太平洋への関心は極めて強まっている。その姿勢で先の

「逆さ地図」を見ると、中国の太平洋へのアクセスを大きく妨げているのは、日本列島

と台湾なのである。香港の最近の動きからして、台湾が本土と政治的統合する時期は相

当遅れるあるいは難しくなっているが、とりあえずは「一つの中国」のスタンスの下で

は、大陸中国の太平洋進出への一つの潜在的経路ではあるので、純粋にアクセスを閉じ

ている「他国」というのは日本だけである。 

図 1 で明らかなように、中国沿海の、東シナ海、南シナ海と太平洋との間に、日本、

台湾、フィリピンの島嶼群が存在する。これらの島々が太平洋への軍事的行動を伴う自

由航行の妨げにならないようにするというのが、今や中国の基本構想になっている。秦

の始皇帝時代に不老不死の薬を求めさせるために徐福を赴かせた「蓬莱国」の位置付け

とは全く異なってきているのである。 

［図 2］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

同様にロシアからの絵柄は図 2 に表されている。「逆さ地図」で見ると、日本海は仮

に日本列島がロシア領土であれば、完全に「内海」の様相を呈する（図 3）。宗谷海峡

から北の樺太はロシア領であるから中国ほどの閉塞感はないが、極寒の地の「不凍港」

の問題は、地球温暖化により緩和されつつあるが、ロシアにとっては、解決しておきた

い課題であり、これは千島列島の帰属問題にも影響している。 
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［図 3］ 

 

 

 

 

 

 

 

中国、ロシアの言っていることが全て正しいということではないが、相手方の心理形

成の要素の中に、このような地理的表現が有りうるということは認識していて良いだろ

う。 

「内陸国」（Landlocked Country） 

海に面せずに陸の国境のみに囲まれている国を「内陸国」という。太平洋、大西洋、

インド洋といった海洋に出るためには、少なくとも一回は他国との国境を越えねばなら

ない国々である。現在、Wikipedia によれば、世界に 48 か国あるとのことである。周

辺国が一か国しかないバチカン（イタリアのローマ市の中に所在）という特異な例を除

けば、二つ以上の国に囲まれていることになる。日本に近い国では、ラオス、モンゴル、

ネパール、ブータンがこれに該当する。 

物流に海運が使われるようになってからは、海岸線を持たないという領土構成は、交

易上かなりの痛手となっている。 

［図 4］ 
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例えばモンゴルは、国民一人当たり世界最大の埋蔵資源量があるとされるが、石炭を

はじめとする鉱産物を採掘しても、これを市場に運び出す経路が、モンゴルの南北両側

を挟むロシア、中国の鉄道しか無い（図 4）。軽くて高付加価値なものなら航空便も利

用可能であるが、鉱産物の海への搬出においてはそれは期待できない。したがって、ま

さに「二国寡占」の中ロ両国との間で、鉄道運賃の値決めをする必要が出てくるが、ど

う工夫してみても両国に依存せざるを得ないモンゴルの立場は弱い。 

国土の国境線の総延長（陸上国境線と海岸線の長さの和）に占める海岸線の長さが極

めて短い国を「準内陸国」とも呼ぶが、世界 11 位の国土面積（235 万平方キロメート

ル）を有するコンゴ民主共和国の場合、0.5％しかない。首都も、大西洋に流れ込むコ

ンゴ河の河口に近い地点に定められている。 

「内陸国」には、さらに条件が厳しい「二重内陸国 Double Landlocked Country」
というものがある。ある国が「内陸国」となる場合に、この国を囲み国境を接している

国々の全てが、これまた「内陸国」であるというものである。海岸に出るには、少なく

とも二つの国境を越えねばならない、ということになる。なんとなく、「大きな大陸の

真ん中辺りにありそうだ」という予感はするが、アフリカ、南アメリカの二大陸には存

在しない。現在、この「二重内陸国」は世界に二国あり、一つはユーラシア大陸に、も

う一つはヨーロッパに存在する。 

［図 5］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヨーロッパのリヒテンシュタインは、スイスとオーストリアに挟まれている、まあ「国」

といっても一つの「街」であり、金融と切手という、まさに「軽そうな」産業に「特化」

している（図 5）。 
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［図 6］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーラシア大陸中央部にあるのは、ウズベキスタンである（図 6）。カスピ海を海だ

と考えれば、「二重」ではなくなるが、現在カスピ海は大洋扱いされていない。旧ソ連

邦内の共和国が独立した結果、「二重内陸国」となったが、綿花、金、天然ガスの生産

が多く、それなりに成長をしているが、未だ国民の所得水準は高くない。 

                                  （以上） 
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